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平成30年7月豪雨災害の特徴
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気象の概要

西日本から東日本にかけて停滞していた活発な梅雨前線に向
けて，沖縄付近で発生した非常に発達した雨雲の塊から大量
の水蒸気が西日本付近に流入。

AMeDAS局降水量（7月3日0時～8日12時）。瀬戸内側の広域
に400mm以上の降雨を記録。

出所 広島大学河原能久教授
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雨量（沼田川流域の雨量観測所）

本郷(気）

河内

出所 広島大学河原能久教授
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矢野東7丁目梅河ハイツにおける土石
流と区域図（予定）の関係

広島県が指定前に公開した基礎調査の結果に
よる特別警戒区域（予定）を大きく超える範
囲で甚大な被害が発生している。
予測発生土砂は6,030m3（治山ダム建設前）
(算定時の浸食幅は10.8～12.6m)

特別警戒区域

土砂災害警戒区域および特別警戒区域の区域予定図
2018年5月17日指定前の公開（広島県）

出所 広島大学土田孝教授
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写真：広島県呉市天応町大屋大川（中国地方整備局）

河川 道路

写真：広島県呉市天応町大屋大川（中国地方整備局）

相乗型豪雨災害

写真：広島県呉市天応町大屋大川（中国地方整備局）

河川 道路

写真：広島県呉市天応町大屋大川（中国地方整備局）写真：広島県呉市天応町大屋大川（中国地方整備局）写真：広島県呉市天応町大屋大川（中国地方整備局）

河川 道路

写真：広島県呉市天応町大屋大川（中国地方整備局）

相乗型豪雨災害
広島大学防災・減災研究センター(仮称) 

since 2018
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平成30年7月豪雨災害の特徴
広島・呉・東広島トライアングル

特徴

• 人的被害（死者・行方不明者数）…………… 98名（245名）
• 交通ネットワークの広域・重層的被害

• 鉄道損傷…………………………………… 27路線100箇所以上
• 高速道路通行止め………………………… 高速道路847km
• 通行止め箇所・区間……………………… 50箇所+6区間

• 復旧の長期化
• 鉄道全線の現状復旧に要する日数……… 1年以上

降雨に伴う大規模な土砂災害の記録（死者・行方不明者数）
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1953.6阿蘇山周辺梅雨前線

1951.7亀岡周辺前線

1972.7天草周辺集中豪雨

1976.9小豆島台風17号

1961.6伊那谷周辺集中豪雨

1982.7長崎市周辺梅雨前線

2018.8西日本豪雨

1947.9赤城周辺カスリーン台風

1953.8南山城・上野周辺前線

1953.7有田周辺梅雨前線

1958.9狩野川周辺台風22号

1945.9呉市周辺枕崎台風

○土砂洪水氾濫
上流からの大量の土砂により河床上昇が生じ、大量の土砂が河道外に水ととも
に氾濫する現象。豪雨時には斜面崩壊・土石流が同時多発する場合があり、斜
面崩壊や土石流により河道にもたらされた大量の土砂・流木が豪雨による大量
な水とともに流下し、河床上昇を引き起こす。土石流の直撃による被害とは異
なる。

写真：広島県呉市天応町大屋大川（中国地方整備局） 7



発表内容

• 災害時交通マネジメントの実態と課題

– インフラ復旧

– 臨時交通サービス

– 交通運用

• 今後に向けた課題整理

謝辞：資料の一部は，国土交通省「広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメ
ント検討会」の資料，(株)長大，(株)復建調査設計，浦田淳司先生（東京大
学），広島県警察，広島大学学生より提供いただいたデータ・資料に基づきます．
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需
要

供
給

災害時の交通需給マネジメント

インフラ：交通ネットワーク

交通サービス：臨時交通サービスの設計・提供

交通運用：供給の最適割り当て

被害なし被害あり

十分な供給量供給不足

例：
 事前準備：リダンダンシー確保（東広島呉道路，国道2号東広島バイパス）
 事後対応：道路の啓開, 鉄道の復旧

例：
 臨時船，災害時BRT，新幹線の解放，JR線代行バスの運行
 道路容量の拡大（交差点改良，右左折レーンの延伸・設置）

効率的運用（余剰最大化）

例：
 信号制御パターンの変更
 交通量抑制の呼びかけ
 広島熊野道路の無料開放，迂回路の割引

どれだけ本来の供給水準を維持できるか

どれだけ臨時交通サービスを提供できるか

限られた供給を誰に優先的に使ってもらうか
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インフラ復旧
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需
要

供
給

インフラ：交通ネットワーク

交通サービス：臨時交通サービスの設計・提供

運用：交通供給の最適割り当て

被害なし被害あり

十分な供給量供給不足

例：
 事前準備：リダンダンシー確保（東広島呉道路，国道2号東広島バイパス）
 事後対応：道路の啓開, 鉄道の復旧

例：
 臨時船，災害時BRT，新幹線の解放，JR線代行バスの運行
 交差点改良，右左折レーンの延伸・設置

効率的運用（余剰最大化）

例：
 信号制御パターンの変更
 交通量抑制の呼びかけ
 広島熊野道路の無料開放，迂回路の割引

どれだけ本来の供給水準を維持できるか

どれだけ応急的に交通サービスを提供できるか

限られた供給を誰に優先的に使ってもらうか



山陽自動車道 平成30年7月14日(土) 復旧 東広島・呉自動車道 平成30年7月10(火) 復旧

国道2号 平成30年7月21日(土) 復旧 国道31号 平成30年7月11日(水) 復旧

被災状況

※広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会資料

インフラ
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資料)呉市 道路通行規制情報(8月20日19時30分現在) 重篤な損傷

被災状況 広島呉道路(クレアライン)

※広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会資料

インフラ
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道路網の復旧

13

国土交通事務所第１報国土交通事務所第２報国土交通事務所第３報国土交通事務所第４報国土交通事務所第５報

インフラ



インフラ復旧

• 壊れにくい交通システム

– 高規格交通システム(高速，新幹線)は耐災害性が高い．

– 高速かどうかではなく，「壊れにくい」ということの重要性．

• クリティカルリンクへの投資（e.g., 暫定二車線区間への投資）．

• ネットワーク構造だけでクリティカルリンクを特定して良いか？

– 災害の種類：（地震に比べて）土砂災害は交通システムに対して甚

大な被害をもたらすが，多くの住民は被害がなく日常生活を営む．

– 交通量：極度の渋滞は交通機能を十分に果たさない（R31）．

• 復旧が容易な交通システム

– 構造が単純な交通システムは復旧が早い．

• 鉄道に比べて道路が圧倒的に早い．

– 国が関与した方が復旧が早い．

• 経験の伝承，予算規模，関連業者とのつながり，etc.
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課題

• 交通システム復旧時の制約・課題

– 人材・機材の制約

– 情報・分析上の課題

• より良い交通システムの復旧に向けて

– データプラットフォームの整備
• 道路上の断面交通量，携帯電話に基づく総移動需要の推定，車

両走行履歴データ等役に立つことは分かっていたが，同一のプラット
フォームに整理されておらず，データの整理に膨大な労力と時間を要
する

– 未だに検証のためのデータでさえ十分に整理できていない．

– そもそも基礎調査データ（e.g., PTデータ）が不足．

– 最適な復旧順序を導出するための手法の確立
• 「どの道路区間を直すと道路ネットワークのパフォーマンスが大幅に改

善するかが分かれば，その区間の復旧を重点的に支援」する意思は
存在するが，迅速に利用できる分析手法が確立されていない．
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【出典】平成22年道路交通センサスベース交通量推計結果

ケース0: 災害発生前ネットワーク

【観測地点名】
交通量[百台/日] (混雑度)

交通容量[百台/日]

凡 例

• 平時については，国道31号休山トンネル付近、県道31号線焼山此原町付近で慢性的な混雑状態となっている
• 東広島市方面と連絡する南北軸（東広島・呉自動車道，国道375号）については，大きな混雑が発生していない

【阿賀-郷原】
148 (0.91)

162

【郷原-黒瀬】
131(0.93)

141

郷原IC

黒瀬IC

【黒瀬-馬木】
133 (1.06)

125

【郷原町】
104 (0.92)

113

【乃美尾】
127 (1.23)

103

【広白石2】
266 (0.97)

274

【先小倉】
340(1.30)

261

【休山TN東口】
373 (2.16)

173

【焼山此原町】
194(1.92)

101

【焼山南1】
125 (1.31)

96 

【熊野町】
137 (1.04)

132

【熊野町】
95 (0.89)

107

【矢野東4】
205 (1.66)

123

【狩留家5】
230(1.45)

159

【矢野東1】
396 (0.92)

430

【三条1】
195 (0.63)

286

【亀石】
243 (1.53)

159

※混雑度の目安
・1.00未満：混雑することなく、円滑に走行できる状態
・1.00～1.25：ピーク時に混雑する可能性がある状態
・1.25～1.75：ピーク時のみの混雑から日中の連続的

混雑への過渡状態
・1.75以上：慢性的な混雑状態

【広町田1】
137 (1.77)

77

【天応東-呉】
130 (1.27)

102

16

※復建調査設計
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【出典】平成22年道路交通センサスベース交通量推計結果

ケース1: 現況ネットワーク（H30.7.25時点）

R375二級峡TN下
上段原端全損

通行止
(8/23暫定解除予定)

呉環状線
片側交互通行

(8/31解除見込)

【観測地点名】
交通量[百台/日] (混雑度)

交通容量[百台/日]

凡 例

広島呉道路
呉IC～坂北IC

通行止
(復旧見込 11月目標)

【阿賀-郷原】
242 (1.49)

162

【郷原-黒瀬】
219 (1.55)

141

郷原IC

黒瀬IC

【黒瀬-馬木】
232 (1.86)

125

【郷原町】
47 (0.41)

113

【乃美尾】
179 (1.74)

103

【広白石2】
318 (1.16)

274

【先小倉】
394(1.51)

261

【休山TN東口】
472(2.73)

173

【焼山此原町】
241(2.39)

101

【焼山南1】
72 (0.75)

96 

【熊野町】
137 (1.04)

132

【熊野町】
64 (0.60)

107

【矢野東4】
300(2.44)

123

【狩留家5】
370(2.33)

159

【矢野東1】
393 (0.91)

430

【三条1】
374(1.31)

286

【亀石】
418(2.63)

159

※混雑度の目安
・1.00未満：混雑することなく、円滑に走行できる状態
・1.00～1.25：ピーク時に混雑する可能性がある状態
・1.25～1.75：ピーク時のみの混雑から日中の連続的

混雑への過渡状態
・1.75以上：慢性的な混雑状態

規制区間500mの
容量は1/6(16)程度
⇒混雑度4.50

+95

+175

+140

【天応東-呉】

-130

+179

+99 +54 +52

+94

+88

+94

-137

【広町田1】

-57

+52

+47

-53

-31

• 広島呉道路の通行止に伴い，並行する国道31号（天応～坂周辺）で慢性的な混雑状態が発生
• 国道375号の通行止に伴い，並行する東広島・呉自動車道の負荷が高まり，日中の連続的混雑が発生
• 県道66号線及び県道34号線の規制に伴い，国道31号及び国道185号の負荷が高まり，休山TN～阿賀IC付近を中心に慢性的な混雑状態が発生

呉安浦線
片側交互通行

：ケース0（平時）と比較した交通量の変化

17

※復建調査設計
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【出典】平成22年道路交通センサスベース交通量推計結果

ケース2: 現況ネットワークに対して国道375号復旧

呉環状線
片側交互通行

(8/31解除見込)

【観測地点名】
交通量[百台/日] (混雑度)

交通容量[百台/日]

凡 例

広島呉道路
呉IC～坂北IC

通行止
(復旧見込 11月目標)

【阿賀-郷原】
189 (1.17)

162

【郷原-黒瀬】
212 (1.50)

141

黒瀬IC

【黒瀬-馬木】
231 (1.85)

125

【郷原町】
60 (0.53)

113

【乃美尾】
180 (1.75)

103

【広白石2】
319 (1.16)

274

【先小倉】
333(1.28)

261

【休山TN東口】
450(2.60)

173

【焼山此原町】
228(2.26)

101

【熊野町】
141 (1.07)

132

【熊野町】
64 (0.60)

107

【矢野東4】
302(2.46)

123

【狩留家5】
370(2.29)

159

【矢野東1】
395 (0.92)

430

【三条1】
367(1.28)

286

【亀石】
409(2.57)

159

-22 -61

+13

-53

-13

呉安浦線
片側交互通行

• 国道375号の復旧に伴い，並行する東広島・呉自動車道（阿賀～郷原）の負荷が大幅に軽減
• 国道185号の負荷が若干軽減（阿賀⇔国道185号⇔県道31号線ルート利用者の一部が国道375号経由にシフト？）
• ただし，国道185号の混雑緩和までには至らず，休山トンネル周辺で依然として慢性的な混雑状態が発生

【広町田1】
84 (1.09)

77 +84

復
旧

郷原IC

【焼山南1】
79 (0.82)

96

規制区間500mの
容量は1/6(16)程度
⇒混雑度4.94

：ケース1（現況）と比較した交通量の変化

18

※混雑度の目安
・1.00未満：混雑することなく、円滑に走行できる状態
・1.00～1.25：ピーク時に混雑する可能性がある状態
・1.25～1.75：ピーク時のみの混雑から日中の連続的

混雑への過渡状態
・1.75以上：慢性的な混雑状態

※復建調査設計
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【出典】平成22年道路交通センサスベース交通量推計結果

ケース3: 現況ネットワークに対して県道66号片側交互通行解除

R375二級峡TN下
上段原端全損

通行止
(8/23暫定解除予定)

【観測地点名】
交通量[百台/日] (混雑度)

交通容量[百台/日]

凡 例

広島呉道路
呉IC～坂北IC

通行止
(復旧見込 11月目標)

【阿賀-郷原】
257 (1.58)

162

【郷原-黒瀬】
218(1.55)

141

黒瀬IC

【黒瀬-馬木】
233 (1.86)

125

【郷原町】
44 (0.39)

113

【乃美尾】
174 (1.69)

103

【広白石2】
318 (1.16)

274

【先小倉】
398(1.52)

261

【休山TN東口】
460(2.65)

173

【焼山此原町】
232(2.30)

101

【熊野町】
118 (0.89)

132

【熊野町】
65 (0.61)

107

【矢野東4】
303(2.46)

123

【狩留家5】
367(2.30)

159

【矢野東1】
396 (0.92)

430

【三条1】
369(1.29)

286

【亀石】
412(2.59)

159

-12

-13

+15

+39

-19

呉安浦線
片側交互通行

復旧
郷原IC

【焼山南1】
111 (1.16)

96

• 県道66号線の復旧により，国道185号及び県道34号線の負荷が軽減
• ただし，東広島・呉自動車道（阿賀～郷原）は逆に交通量が増加する（阿賀⇔東呉⇔県道66号線を経由する移動が増加？）
• また，国道185号の混雑緩和までには至らず，休山トンネル周辺で依然として慢性的な混雑状態が発生
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※混雑度の目安
・1.00未満：混雑することなく、円滑に走行できる状態
・1.00～1.25：ピーク時に混雑する可能性がある状態
・1.25～1.75：ピーク時のみの混雑から日中の連続的

混雑への過渡状態
・1.75以上：慢性的な混雑状態

：ケース1（現況）と比較した交通量の変化

※復建調査設計



パッシブデータに基づく最適復旧順序

モバイル空間統計データ

土地利用データ

車両走行軌跡データ
（ETC2.0等）

交通量常時観測データ

OD交通量推計モデル

QV曲線推計モデル

（大学の技術シーズ）

OD交通量

QV曲線(QV関係)

【入力】 (パッシブデータ)

【出力】

【パッシブデータに基づく災害時の交通需給推計システムの構築】

災害時道路ネットワーク
上での交通量配分計算

【災害時道路ネットワーク運用意思決定支援システムの開発】

連結信頼性・時間信頼性に
基づく価値判断指標の設定

ネットワーク
復旧順序の
最適化計算

有効な施策メニューの提示
・ネットワークの復旧優先順位
・交通容量拡大箇所の特定

【出力】
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臨時交通サービス

21

需
要

供
給

インフラ：交通ネットワーク

交通サービス：臨時交通サービスの設計・提供

運用：交通供給の最適割り当て

被害なし被害あり

十分な供給量供給不足

例：
 事前準備：リダンダンシー確保（東広島呉道路，国道2号東広島バイパス）
 事後対応：道路の啓開, 鉄道の復旧

例：
 臨時船，災害時BRT，新幹線の解放，JR線代行バスの運行
 交差点改良，右左折レーンの延伸・設置

効率的運用（余剰最大化）

例：
 信号制御パターンの変更
 交通量抑制の呼びかけ
 広島熊野道路の無料開放，迂回路の割引

どれだけ本来の供給水準を維持できるか

どれだけ応急的に交通サービスを提供できるか

限られた供給を誰に優先的に使ってもらうか



災害前の道路交通需要/交通容量

22

志
和
イ
ン
タ
ー
線

【道照】
212 (1.30)

163

【中野IC-海田東IC】
148 (0.99)

150

【上瀬野1】
288 (1.82)

158

437 (0.68)

643

473 (0.75)

631

620 (1.09)

569

508 (0.84)

605

【志和町冠】
225 (1.08)

209

【温品-間所】
255 (0.50)

510

【大洲-東雲】
206 (0.34)

606

【仁保JCT-宇品】
225 (0.36)

625

【住吉町西】
662 (1.24)

534

【牛田新町2】
713 (1.41)

506

【船越南4】
611 (0.94)

650

【矢野東】
396 (0.92)

430

【狩留家5】
230 (1.45)

159

【天応東-呉】
130 (1.27)

102

【休山TN東口】
373 (2.16)

173

【広白石2】
266 (0.97)

274

【阿賀-郷原】
148 (0.91)

162

【高屋JCT-上三永】
97 (0.95)

102

東広島

広島

呉

【観測地点名】
交通量[百台/日] (混雑度)

交通容量[百台/日]

凡 例

N

※混雑度の目安
・1.00未満：混雑することなく、円滑に走行できる状態
・1.00～1.25：ピーク時に混雑する可能性がある状態
・1.25～1.75：ピーク時のみの混雑から日中の連続的

混雑への過渡状態
・1.75以上：慢性的な混雑状態

山陽自動車道

【出典】H27全国道路・街路交通情勢調査

【焼山南1】
125 (1.31)

96

【熊野町】
137 (0.68)

132

【焼山此原町】
194 (1.92)

101 【広町田1】
137 (1.77)

77

【郷原】
104 (0.92)

113

【乃美尾】
127 (1.23)

103

【熊野町】
95 (0.89)

107



災害前の公共交通需要（鉄道，バス）

【出典】 「平成22年国勢調査（総務省統計局） 第13表 常住地による従業・通学市区町村，利用交
通手段(16区分)別15歳以上自宅外就業者・通学者数 － 人口10万以上の市 」より作成．
注： 「広島」は，広島市，府中町，海田町，坂町，熊野町を指す．

青字：通勤・通学者数（電車）
赤字：通勤・通学者数（鉄道）

東
広島

広島

呉

電2367，バ279

電7515，バ73
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災害後の公共交通供給量(8/5)

• 東広島から広島へのJR通勤・通学者
の移動手段は，新幹線で概ね代替
可能．

• 呉から広島へのJR通勤・通学者の移
動手段は，臨時バスは継続的に増便
されているものの，約2500人分の供
給不足が発生（臨時で増発した便，切串/

小用-宇品間の船便を除く）

24

東広島→広島（朝8:15まで）

呉→広島（朝8時台まで）

7515 6776

0

2000

4000

6000

8000

災害前(H22国調) 7/19時点

東広島市→広島(朝8:15まで)

JR(新幹線含む) 新幹線(臨時，通常含む，朝通勤~8：15まで)

(JR代行バスは坂まで)

6001

2350 2500
3050 3200 3450

0

2000

4000

6000

災害前(H22国調) 7/19-20 7/23-24 7/25-8/1 8/2-8/5 8/6-

呉市(呉，広)→広島(朝8時台まで)

JR 臨時船 JR臨時バス 広電バス



災害時BRT(Bus Rapid Transit)
呉高専 神田佑亮教授
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災害時BRTの運用② 一定条件を満たす企業の通勤バスの定時性確保

広島呉道路の一部(天応西IC～呉IC、坂北IC～坂南IC)において、緊急自動車や都市間バスに加え、平
成30年8月3日(金)より、一定条件を満たす企業の通勤バスを通行可能とする運用を開始。

8月20日時点で４社の１３台の通勤バスが運行中、国道３１号の渋滞緩和を図るとともに、企業の通勤の
定時性確保に向けた取組を強化。

資料)H30.8.1国土交通省記者発表(広島－呉間の通勤バスを優先して通行可能にします！)

臨時交通サービス
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ＪＲ呉線のうち、坂駅～海田市駅間が8月2日（木）より運行再開となり、代行バスも「広島駅～呉駅間」か

ら「坂駅～呉駅間」に運行区間が変更となったことに伴い、国道３１号の坂町区間（呉方面）において、平
成30年8月9日(木)より、平日の朝7時～8時30分の時間帯でバス・災害関係車両専用レーンの運用を開
始。

これまで実施済みの「災害時ＢＲＴの運用」と合わせて、坂駅～呉駅間の定時性確保に向けた取組も強
化。

災害時BRTの運用③ 国道３１号においてもバス専用レーンを設置

資料)H30.8.7中国地方整備局記者発表(国道31号にバス・災害関係車両等の専用レーンを設置)

臨時交通サービス
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緊急交差点改良 (国道31号)

国道31号の主要渋滞箇所において、緊急交差点改良を4箇所実施。
①小屋浦橋 ：右折レーンの延伸(30m→120m) ②ナフコ周辺 ：右折レーンの設置(35m)
③小屋浦橋北詰 ：停車禁止帯の設置 ④大屋橋北詰 ：停車禁止帯の設置

国道31号 災害時主要渋滞対策箇所

資料)H30.7.16広島国道事務所記者発表
(国道31号の渋滞対策を実施します)

臨時交通サービス
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東広島呉自動車道の阿賀IC出口(先小倉交差点)において、広方面へ向かう左折車両の専用レーンがな
いこと等が原因で渋滞が発生。道路用地内において緊急的に左折専用レーンを増設。

緊急交差点改良 東広島呉道路 阿賀IC左折レーン新設

《位置図》 《拡大図》 《渋滞状況》

資料)H30.7.26中国地方整備局記者発表(東広島呉自動車道 阿賀IC出口(先小倉交差点)において左折専用レーンの増設など交差点改良が完成します。)

臨時交通サービス

※広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会資料 29



臨時交通サービス

• 限られた交通ネットワークの条件下において臨時に交通
サービスを設計・提供

– 耐災害性の高いインフラの活用
• 新幹線の活用

– 既存サービスの強化
• 道路容量の拡大（交差点改良，右左折レーンの延伸・設置）

• 広島電鉄によるクレアライン線増便

– 設計自由度の高い交通サービス
• バス交通：災害時BRT，代行バスの運行

⇔ 車両台数の制約，運転手不足が課題．

• 船：緊急輸送船
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課題

• 臨時交通サービス設計・提供時の課題

– 業者間でサービスが統合されておらず，情報が煩雑に．
→ 災害時公共交通情報提供研究会（呉高専神田先生ら）の取組．

– 各社がばらばらに交通サービスを設計 → 局所解に．
• 災害時におけるトップダウンの命令系統

• 早急に出力する応急的な公共交通網計画手法
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交通運用

32

需
要

供
給

インフラ：交通ネットワーク

交通サービス：臨時交通サービスの設計・提供

運用：交通供給の最適割り当て

被害なし被害あり

十分な供給量供給不足

例：
 事前準備：リダンダンシー確保（東広島呉道路，国道2号東広島バイパス）
 事後対応：道路の啓開, 鉄道の復旧

例：
 臨時船，災害時BRT，新幹線の解放，JR線代行バスの運行
 交差点改良，右左折レーンの延伸・設置

効率的運用（余剰最大化）

例：
 信号制御パターンの変更
 交通量抑制の呼びかけ
 広島熊野道路の無料開放，迂回路の割引

どれだけ本来の供給水準を維持できるか

どれだけ応急的に交通サービスを提供できるか

限られた供給を誰に優先的に使ってもらうか



交通実態

• 道路復旧・臨時交通サービスの提供をしてもなお，国
道31号を中心に呉方面で渋滞が継続的に発生．

33

※長大

※データソース：ETC2.0（作成：長大）



交通実態
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※東大・浦田先生



災害後の交通量（呉・広→東広島）

大多田
7/1-8/2

馬木
7/1-8/2

上三永
7/1-8/2

郷原
7/1-8/2

東広島

呉

7/7-7/9 通行止め

7/29 台風12号

※ETC2.0，トラカン
データを元に作成

【交通量】
 郷原を除き，小型・大型ともに増加

上三永：約1.5倍
馬木・大多和：1.2～1.3倍

【渋滞】
 平日の朝6-8時に阿賀IC付近で渋滞が発

生．その他の時間帯は大きな渋滞なし．
 朝ピークを避けるため，出発時刻の変更が

発生（次頁参照）

阿賀IC

高屋JCT
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時間帯別交通量（郷原）
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災害後の交通量（広島→呉・広）

呉

広公園前
7/1-7/24

休山ﾄﾝﾈﾙ
7/1-7/24

梅木町
7/1-7/24

東広島

7/7

広島

小屋浦
7/13-8/2

※ETC2.0，トラカン
データを元に作成

【交通量】
 小屋浦：H27センサス交通量と同程度．
 梅木：災害前よりも増加．
 休山・広公園：災害前と同程度又は減少．
【渋滞】
 阿賀／天応／ポートピアを先頭とした慢性的な

渋滞が発生．阿賀は代替経路不通，天応／
ポートピアは災害対応活動により，需要が増
加．併せて，災害対応活動に伴い道路容量も
低下したと推察される（次頁参照） ．
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QK曲線（小屋浦）
時間帯別（平日のみ）

平休日別

大型車混入率

日付別

徐々に交通容量は拡大している
38



広島県災害時渋滞対策協議会
○平成３０年７月豪雨災害直後、整備局や県、市、警察な

どで構成される「広島県災害時渋滞対策協議会」を設置
し、道路の通行止め状況や渋滞状況、迂回路状況を共有
し、渋滞緩和や交通量抑制のためのソフト・ハードの渋
滞対策を検討・実施。

■開催状況
第１回（７／１２）〜第７回（８／１）

■協議会での議論を踏まえ実施した対策例

【広域迂回誘導（料金調整）】 【通れるマップ 呉市公表】
現在 平成30年8月20日時点

【緊急交差点改良】
東広島呉道路阿賀IC左折レーン新設

39



仁保JCT

天応東IC

天応西IC

坂南IC

坂北IC

呉IC

仁保IC

E75

阿賀IC

郷原IC

E75

7月9日より国道31号、国道185号等で信号現示調整や通行規制解除等を実施。

広島県警察の取り組み

広
駅

広
島
駅

No. 日付 路線 区間・交差点名等 取組内容 備考

1 7月9日～
県道呉平谷線 平谷交差点 信号秒数調整

滞留車対応
信号機改良(左折矢印設置)

国道31号
迂回路対策

2 7月11日～
国道185号 休山トンネル

からJR広駅間
信号秒数調整

3 7月12日～
広島熊野道路 広島熊野道路 原付バイクの通行制限解除 国道31号

迂回路対策

4 7月13日～
国道31号 JR坂駅

からJR呉駅間
信号秒数調整

5 7月15日 渋滞緩和への広報 記者発表(HP掲載)

6 7月17日～
国道31号 広島バスセンター(BC)

からJR呉駅
広島呉道路の一部を
バス通行可能

7 7月18日～
国道31号 坂IC入口交差点

ほか5箇所
右折滞留車
・バス優先対応

他県応援有り

8

7月29日～

国道185号 先小倉交差点 右折滞留車
・バス優先対応

他県応援有り

9
国道185号 先小倉交差点

からJR広駅間
バス優先対応(白バイ)

10 7月30日～
国道185号 先小倉交差点

からJR広駅間
迂回路誘導看板設置

11 8月13日～
国道31号 坂IC北交差点

から坂町植田1丁目
(呉行き第1車線)

バス専用レーンの指定
④ 7/13
国道31号 JR坂駅～JR呉駅
・信号秒数調整

坂駅

② 7/11
国道185号 休山トンネル～JR広駅
・信号秒数調整

呉
駅

① 7/9
県道呉平谷線 平谷交差点
・信号秒数調整
・滞留車対応
・信号機改良(左折矢印設置)

③ 7/12
広島熊野道路
・原付バイク通行制限解除

⑥ 7/17
国道31号 広島BC～JR呉駅
・広島呉道路の一部をバス通行可能

⑦ 7/18
国道31号 坂IC入口交差点ほか5箇所
・右折滞留車・バス優先対応

⑧ 7/29
国道185号 先小倉交差点
・右折滞留車・バス優先対応

E31

⑨ 7/29
国道185号 先小倉交差点～JR広駅
・バス優先対応(白バイ)

⑩ 7/30
国道185号 先小倉交差点～JR広駅
・迂回路誘導看板設置

⑪ 8/13
国道31号 坂IC北交差点～
坂町植田1丁目(呉行き１車線)
・バス専用レーンの指定

▼国道31号 右折滞留車対応

資料)広島県警交通規制課提供資料

交通運用

※広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会資料 40



交通量抑制の呼びかけ

国道31号における相乗り等の交通量抑制の呼びかけについて、関係者協力して実施。
国道31号の交通量が増加したため、住民や民間企業への相乗り等の交通量抑制の呼びかけを強化。

資料)H30.7.26中国地方整備局記者発表(東広島呉自動車道 阿賀IC出口(先小倉交差点)において左折専用レーンの増設など交差点改良が完成します。)

交通運用

※広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会資料 41



交通渋滞と交通量抑制の呼びかけ

42-1



交通渋滞と交通量抑制の呼びかけ

4343-2



【広島国道事務所】

交通量抑制の呼びかけ

【中国地方整備局】

▼HP

▼facebook

▼整備局掲示

【広島県】

▼HP

▼facebook ▼Twitter

【呉市】 ▼facebook

【広島市】 ▼HP

▼掲示（シャレオ内）▼掲示(西広島BP佐方SA)

交通運用

※広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会資料
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バスロケ・経路検索アプリ
機能不全

資料東京大 伊藤昌毅先生

バスロケアプリ 経路検索アプリ
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広島・呉・東広島都市圏
災害時交通マネジメント検討会 (8/23~)

平成30年8月24日中国新聞

交通供給マネジメント
（TSM）

・道路・鉄道閉塞区間復旧の優先順位
・系統制御による交通容量拡大
・バス車両・運転手の調達
・運行スケジュールのきめ細かい調整
・情報提供

交通需要マネジメント
（TDM）

・移動取り止め・宿泊
・供給量に合わせた時差出勤
・戦略的な手段（自動車→バス）転換
・ライドシェア
・システム最適な経路転換

マッチング・調整

短期〜中長期の復旧・復興目標の設定
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交通運用

• 限られた交通供給を誰に割り当てるか？

– 緊急通行車両（災害対策基本法等に基づく交通規制）
• 緊急物資の輸送等を最優先．

– 信号制御：主道路への優先的割当
• 国道31号：最終的に青時間を200秒まで伸ばしたケースも．

– 限られたバス車両をどこに／誰に割り当てるか？
• 生徒の通学？仕事？通院？

– 時間帯の変更，トリップの取りやめ，手段転換，etc.
• 自発的な変更 ＋ 誘導
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課題

• 交通運用上の課題

– 供給不足の際に更なる需要を喚起する施策の是非
• 熊野道の無料開放，山陽道＋東広島呉道路迂回半額

– 熊野道の大渋滞

– 東広島呉道路「郷原-阿賀」区間で大渋滞（左折レーン増設後は渋滞は緩和）

» 余剰の高い車両（物流など）に対して優先的に限られた容量を
割り当てる必要は本当になかったのか？

• 公共交通利用促進

– 容量に余裕がある時間帯とそうでない時間帯とが存在．

– 需要側の特性を踏まえた交通運用
• 需要のモニタリングが決定的に不足．

– どのような移動ニーズがどこからどこにどの程度存在していたか？
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災害時移動履歴調査の経緯 ※復建調査設計
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■日別のトリップの有無（0,1）

8/30復建HPアップ・MM検討会展開
▼

7/27復建社員（5名）
▼

7/20復建社員（拡大）
▼

9/3呉市HPアップ
▼

呉市

11

39%

東広島市

7

25%

安芸区

3

11%

坂町

3

11%

海田町

2

7%

広島市

2

7%

■調査協力者の居住地（7/27～10/19の期間中１回以上調査を実施した方のみ集計）

N=28

災害時移動履歴調査の経緯
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交通運用

※復建調査設計



H30.7.27～8.1
※7/21～：呉線代行バス運行開始

被験者数：約５名

:  ～10km/h
: ～20km/h
: ～30km/h
: ～40km/h
: ～50km/h
: ～60km/h
: ～70km/h
:70km/h～

【凡例】

災害時移動履歴情報

※復建調査設計※復建調査設計 50-1



H30.8.2～8.17
※8/2～：JR（坂～海田市）運行再開

被験者数：約５名

:  ～10km/h
: ～20km/h
: ～30km/h
: ～40km/h
: ～50km/h
: ～60km/h
: ～70km/h
:70km/h～

【凡例】

呉線（坂～海田市）開通

※復建調査設計

災害時移動履歴情報
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H30.8.18～9.8
※8/18～：JR（瀬野～海田市）運行再開

被験者数：約５～７名

山陽本線（瀬野～海田市）開通

:  ～10km/h
: ～20km/h
: ～30km/h
: ～40km/h
: ～50km/h
: ～60km/h
: ～70km/h
:70km/h～

【凡例】

※復建調査設計

:  ～10km/h
: ～20km/h
: ～30km/h
: ～40km/h
: ～50km/h
: ～60km/h
: ～70km/h
:70km/h～

【凡例】

災害時移動履歴情報

※復建調査設計※復建調査設計 50-3



呉線
（坂～呉）
開通

熊野道路無料通行終了

:  ～10km/h
: ～20km/h
: ～30km/h
: ～40km/h
: ～50km/h
: ～60km/h
: ～70km/h
:70km/h～

【凡例】

:  ～10km/h
: ～20km/h
: ～30km/h
: ～40km/h
: ～50km/h
: ～60km/h
: ～70km/h
:70km/h～

【凡例】

※復建調査設計

H30.9.9～9.26
※9/9～：JR（呉～坂，八本松～瀬野）運行再開

被験者数：約１２～１５名

※復建調査設計

災害時移動履歴情報
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H30.9.27～10.16
※9/27～：クレアライン全線復旧

被験者数：約１２～１５名

クレアライン
開通

:  ～10km/h
: ～20km/h
: ～30km/h
: ～40km/h
: ～50km/h
: ～60km/h
: ～70km/h
:70km/h～

【凡例】

※復建調査設計

:  ～10km/h
: ～20km/h
: ～30km/h
: ～40km/h
: ～50km/h
: ～60km/h
: ～70km/h
:70km/h～

【凡例】

※復建調査設計

被験者数：約１２～１５名

※復建調査設計

災害時移動履歴情報
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被験者１

8/2
JR（坂～海田市）

運行再開

8/18
JR（瀬野～海田市）

運行再開

7/21
呉線代行バス

運行開始

9/9
JR（呉～坂）

運行再開

所
要

時
間

（
分

）
※

起
終

点
間

9/27
クレアライン
全線再開

期間① 期間② 期間③ 期間④ 期間⑤

※復建調査設計
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期間① 期間② 期間③ 期間④ 期間⑤

被験者１ パーセントタイル（累積相対度数）

通勤時の移動時間（起終点間）

復旧過程で
90％タイル旅
行時間が短縮

呉市居住者の通勤・帰宅行動（所要時間）変化
※復建調査設計
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今後に向けた課題整理
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(比較的大きな)課題整理

1. 需給マッチングとしての交通マネジメント問題
– 交通需要マネジメントと交通供給マネジメントは当然ながら独立ではなく，需

要側または供給側どちらかで対応できるケースも多く存在．
• どの区間を優先的に復旧すべきか？

– 新幹線で代替可能な区間は後回しにして，そうでない区間（e.g., 呉線）の復旧を
優先する？

• 限られた容量を誰に優先的に割り当てるか？
– 混雑している区間への流入を規制する方向に施策を展開する？

2. 指揮系統の整理
– 災害時は交通システム全体に対して迅速に（恐らくトップダウンで）意思決

定することが求められる．
• 各機関の独立した意思決定は局所解に陥る可能性が高い．

• 一方，交渉ベースの意思決定だと時間がかかる．

• 案：災害時の際の対応・指揮系統を明記した災害協定を締結．

3. データプラットフォームの整理
– 大量のデータが利用可能で，それらを有効に活用することで意思決定のクオリ

ティは大幅に向上するはず．
• 案：有用と思われるデータを保有する各社と災害時応援協定を締結．
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災害時の交通需給マネジメント

55

時間

発災

供給(インフラ・車両・サービス) 需要

車 A B C

A 10 8 7

B 8 12 5

C 7 6 5

鉄道 A B C

A 10 2 2

B 2 20 1

C 2 1 5

車 A B C

A 11 6 7

B 5 13 5

C 6 5 4

鉄道 A B C

A 0 2 0

B 1 18 0

C 0 0 0

車 A B C

A 12 9 8

B 8 15 7

C 8 8 10

鉄道 A B C

A 0 2 0

B 1 8 0

C 0 0 0

車 A B C

A 10 8 7

B 8 12 5

C 7 6 5

鉄道 A B C

A 3 2 0

B 2 15 0

C 0 0 0

…

…

…

…

供給実態
の学習

安定した状況
下におけるマッ
チング問題

需要の見積

交通供給マネジメント
 ネットワークの復旧，容量の拡

大，車両の手配，臨時交通
サービスの供給，etc.

交通需要マネジメント
 トリップの取りやめ，経路の変

更，時間帯の変更，交通手段
の変更，ライドシェア，etc.

総合的
マネジメ
ント



交通サービスの動的な設計と運用

56

行動実態

交通サービス

短期交通予測

選好

データ
サービスの運用

臨時サービスの設計

「データプラットフォームを整備すればここまで出来る」ということを示す必要がある．

• 国土交通省：ETC2.0

• 広島県警：国道31号トラカンデータ

• ドコモ：モバイル空間統計

• NEXCO西日本：中国地方トラカンデータ

• 広島県バス協会：PASPYデータ

• その他集計情報

– バス車両台数

– 航路利用者数

• 鉄道利用者数

• 信号制御情報



事前復興計画の立て方の理論研究

事前復興計画

事後の復興まちづくりを事前に
実践して，災害に強く被害を出
さないまちを実現しておく計画

↓

地域の将来計画を先読みし
た復興水準

現在

被災前

目標年次

被災後

被災後
の水準

被災前
の水準

新しい目標水準

マスタープラン

従来の目標水準
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ご清聴ありがとうございました

afujiw@hiroshima-u.ac.jp
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